
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食器洗い機本体内に設けられ斜め上方に開口する前面開口部を有する洗浄槽と、前記前
面開口部を開閉する蓋体とを備え、前記蓋体を前記食器洗い機本体に保持体によって保持
するとともに、前記保持体の前記食器洗い機本体に対する係合部を前記食器洗い機本体の
側面に設けたガイド溝に沿って斜め上方後方に移動自 装着 、前記蓋体を開
放初期には略上下方向に面した状態から斜め上方後方へ移動させ、下端側が前記食器洗い
機本体の前面から前方へ突出しないように回動移動させ、開放完了時には略水平状態

して前記食器洗い機本体外の上方空間に移動させるよう構成した食器洗い機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、食器の洗浄を行う食器洗い機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種の食器洗い機は図７または図８に示すように構成していた。以下、その構
成について説明する。
【０００３】
　図７に示すように、蓋体１は、食器洗い機本体２の前面下部に開閉自在に取り付け、食
器洗い機本体２の前面開口部を覆う前開きタイプとして構成している。また、図８に示す
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ように、蓋体３は、食器洗い機本体４の上部後方に開閉自在に取り付け、食器洗い機本体
４の上面開口部を覆う上開きタイプとして構成している。これらは、いずれも流し台の上
に設置されて使用される。
【０００４】
　図８に示す上開きタイプは、図９に示すように構成している。洗浄槽５は、食器類６を
内部に収納して底部に洗浄水を溜め、上方は開口部となっている。洗浄ノズル７は、洗浄
槽５内に回転自在に支持し、洗浄ポンプ８より圧送される洗浄水を食器類６に向けて噴出
する。洗浄ポンプ８はモータ９によって駆動される。ヒータ１０は洗浄槽５の底部に配設
し、洗浄水を加熱する。食器洗い機本体４は、洗浄槽５を覆い、この食器洗い機本体４の
上部に蓋体３の上端部３ａを軸支し、蓋体３により洗浄槽５の開口部を上開き可能に覆っ
ている。
【０００５】
　上記構成において動作を説明する。使用者が蓋体３を上方に開け、食器類６を食器かご
１１に配置し、洗浄槽５内に収納して洗剤を入れた後、運転を開始すると、まず、洗浄槽
５の底部に所定量の水道水が給水される。そして、モータ９およびヒータ１０に通電され
、洗浄水は加熱されながら洗浄ポンプ８により食器類６に向けて洗浄ノズル７から噴出さ
れ、食器類６の汚れを落とす洗浄行程、および水道水を入れ替えてのすすぎ行程を行う。
その後、洗浄水を排水し、洗浄槽５内の蒸気を排気口１２（図８参照）から上方に排出し
、食器類６を乾かす乾燥行程を行って運転を終了する。
【０００６】
　図７に示す前開きタイプについても、同様に構成して動作し、乾燥行程では、蓋体１に
設けた排気口１３から洗浄槽内の蒸気を前方に排出し、食器類を乾かす乾燥行程を行って
運転を終了する。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながらこのような従来の構成では、図７に示す前開きタイプでは、蓋体１が開い
た状態で、食器洗い機２の前方のスペースを塞いでしまうため、流し台に横向きに設置す
ることができず、また、前向きに設置した場合は、開いた蓋体１が通行の邪魔になり、さ
らに、流し台の汚れた食器類をセットするとき、距離が離れるのでセットしにくく、床を
汚し易いという問題を有していた。
【０００８】
　また、図８に示す上開きタイプでは、流し台に横向き、前向きとも設置が可能となるが
、蓋体３が上方向に開くため、食器洗い機本体４の上方のスペースが必要となり、吊り戸
棚が低い場合は設置できず、乾燥中に排気口１２から上方に排出される蒸気によって吊り
戸棚等を腐食させる恐れがあるという問題を有していた。
【０００９】
　さらに、上開きタイプでは、蓋体３が食器洗い機本体４の後方に突出していくのを防止
するために蓋体３の軸支部３ａを上部後方に設定しているが、この場合、蓋体３の前面下
部の軌跡は、食器洗い機本体４よりＡ寸法だけ前方に突出することになる。このように、
蓋体３が食器洗い機本体４より前方に突出する場合においては、蓋体３の内側に付着して
いる洗浄水の水滴が食器洗い機本体４の前方に落下する。
【００１０】
　この落下する水滴および食品の汚れ（以下、この落下する水滴や汚れを汁だれという）
により、食器洗い機本体４の前面や食器洗い機本体４の前方の台所を汚すことになる。流
し台に設置するためにこの汁だれを無視していたり、汁だれの対応として蓋体３の厚みを
厚くして蓋体３の内側の回転軌跡を、食器洗い機本体４の内部に入れるという構成をとっ
ている。
【００１１】
　しかしながら、この構成では、食器洗い機本体４の前面やその前方の台所が汚れ、また
は、汚れの対策として蓋体３を必要以上に厚くして食器をセットするスペースを小さくす

10

20

30

40

50

(2) JP 3767278 B2 2006.4.19



るか、食器洗い機本体４を大きくする必要があるといった課題を有していた。
【００１２】
　本発明は上記従来の課題を解決するもので、蓋体を開いた状態で余分に必要となる食器
洗い機本体以外の設置スペースを少なく抑え、汁だれが食器洗い機本体の外部に漏れ出る
のを抑え、食器洗い機本体の前面やその前方の台所を汚さないようにすることを目的とし
ている。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために、食器洗い機本体内に設けられ斜め上方に開口する
前面開口部を有する洗浄槽と、前記前面開口部を開閉する蓋体とを備え、前記蓋体を前記
食器洗い機本体に保持体によって保持するとともに、前記保持体の前記食器洗い機本体に
対する係合部を前記食器洗い機本体の側面に設けたガイド溝に沿って斜め上方後方に移動
自 装着 、前記蓋体を開放初期には略上下方向に面した状態から斜め上方後
方へ移動させ、下端側が前記食器洗い機本体の前面から前方へ突出しないように回動移動
させ、開放完了時には略水平状態 して前記食器洗い機本体外の上方空間に移動させ
るよう構成したものである。
【００１４】
　これにより、蓋体を開いた状態で余分に必要となる食器洗い機本体以外の設置スペース
を少なく抑えることができ、汁だれが食器洗い機本体の外部に漏れ出るのを抑え、食器洗
い機本体の前面やその前方の台所を汚さないようにすることができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、食器洗い機本体内に設けられ斜め上方に開口する前
面開口部を有する洗浄槽と、前記前面開口部を開閉する蓋体とを備え、前記蓋体を前記食
器洗い機本体に保持体によって保持するとともに、前記保持体の前記食器洗い機本体に対
する係合部を前記食器洗い機本体の側面に設けたガイド溝に沿って斜め上方後方に移動自

装着 、前記蓋体を開放初期には略上下方向に面した状態から斜め上方後方
へ移動させ、下端側が前記食器洗い機本体の前面から前方へ突出しないように回動移動さ
せ、開放完了時には略水平状態 して前記食器洗い機本体外の上方空間に移動させる
よう構成したものであり、蓋体を開いた状態で余分に必要となる食器洗い機本体以外の設
置スペースを少なく抑えることができ、流し台に前向き設置、横向き設置の両方が可能に
なり、流し台の限られた設置空間を有効に活用することができて、設置形態を多様化する
ことができる。
【００１６】
　さらに、蓋体を必要以上に厚くしないで、食器のセット部を有効的に確保するとともに
、汁だれが食器洗い機本体の外部に漏れ出るのを抑え、食器洗い機本体の前面やその前方
の台所を汚さないようにできる。
【００１７】
【実施例】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　（実施例１）
　図１に示すように、洗浄槽１４は、前面開口部１５を有し、食器洗い機本体１６内に取
り付けている。蓋体１７は、斜め方向に上下動することによって洗浄槽１４の前面開口部
１５を開閉するもので、この蓋体１７は保持体１８により保持している。保持体１８は、
蓋体１７との係合部１８ａで蓋体１７に固定しており、その逆側の食器洗い機本体１６と
の係合部１８ｂは食器洗い機本体１６内を移動し、開放時に、蓋体１７の下端側が前面開
口部１５の鉛直方向範囲内にその移動軌跡が存在するようにしている。
【００１９】
　すなわち、図２に示すように、食器洗い機本体１６のガイド溝１９を設けておき、保持

10

20

30

40

50

(3) JP 3767278 B2 2006.4.19

在に されており

に回動

在に されており

に回動



体１８の係合部１８ｂをガイド溝１９内に移動自在に装着し、保持体１８の案内部１８ｃ
がガイド２０に沿って移動できるように構成している。ガイド溝１９の上端部（図１のＣ
点）に凹部２１を設け、この凹部２１で保持体１８の係合部１８ｂを保持できるようにし
ている。ばね２２は蓋体１７の荷重に対応した設定で、蓋体１７を上方に引っ張るように
設けている。
【００２０】
　上記構成において、蓋体１７を開放するときは、保持体１８の案内部１８ｃがガイド２
０に沿って、保持体１８の係合部１８ｂがＢ点よりガイド溝１９内を上方に移動するよう
に、蓋体１７を上方に移動させ、凹部２１で保持体１８の係合部１８ｂを保持することに
より、食器洗い機本体１６の前面上部を開放状態にできて食器の出し入れをすることがで
きる。また、蓋体１７を閉じる場合は、上記の動作と逆の動作により閉じた状態にできる
。
【００２１】
　また、蓋体１７は、斜め方向に上下動するため、蓋体１７の開閉時において、蓋体１７
の前面下端の位置は、上方に移動するにしたがって後方へ移動し、食器洗い機本体１６の
前面から前方に突出することはなく、蓋体１７の下端側が前面開口部１５の鉛直方向範囲
内にその移動軌跡が存在する。したがって、蓋体１７を開放していく場合に、蓋体１７の
内側からの汁だれは、食器洗い機本体１６内の洗浄槽１４内へ滴下させることができ、食
器洗い機本体１６の前面や食器洗い機本体１６の前方部を汚すことはなくなる。
【００２２】
　なお、本実施例では、蓋体１７に固定した保持体１８を使用しているが、蓋体１７の後
面の傾斜面部を利用しスライドさせて、斜めに上下動させても同様の効果を得ることがで
きる。
【００２３】
　（実施例２）
　図３に示すように、蓋体１７ａは、斜め方向に上下動することによって洗浄槽の前面開
口部を開閉するもので、この蓋体１７ａは保持体２３により保持している。保持体２３は
、図４に示すように、食器洗い機本体１６ａに設けたガイド溝２４内に、保持体２３の係
合部２３ｂを移動自在に装着し、保持体２３の案内部２３ｃがガイド２５に沿って移動で
きるように構成している。
【００２４】
　ガイド溝２４の上端部（図３のＥ点）に凹部２６を設け、この凹部２６で保持体２３の
係合部２３ｂを保持できるようにしている。ガイド２５の上端部に上に凸になるよう湾曲
部２５ａを形成し、保持体２３の案内部２３ｃがガイド２５に沿って上方に移動してきた
とき、湾曲部２５ａに沿って保持体２３の案内部２３ｃが移動することにより保持体２３
が回動移動し、傾斜するように構成している。また、ガイド２５にストッパー２５ｂを設
けている。
【００２５】
　保持体２３には、図５に示すようにガイドピン２７を移動自在に設け、このガイドピン
２７に設けたピン２７ａを食器洗い機本体１６ａに設けたピンガイド２８に摺接させてい
る。保持体２３の上部に回動部材２９を設け、この回動部材２９により蓋体１７ａを固定
している。この回動部材２９をストッパー３０ａ、３０ｂ間において回動自在とし、ガイ
ドピン２７の上端を回動部材２９に設けた凹部２９ａに係合できるようにしている。ばね
３１はガイドピン２７の上端と回動部材２９に設けた凹部２９ａとの係合が外れたとき、
回動部材２９をストッパー３０ｂに当接する位置まで回動させるものである。
【００２６】
　上記構成において、蓋体１７ａは、洗浄槽の前面開口部を閉じた状態では、略上下方向
に面した状態になっている。蓋体１７ａを開放するときは、保持体２３の案内部２３ｃが
ガイド２５に沿って、保持体２３の係合部２３ｂがＤ点よりガイド溝２４内を上方に移動
するように、蓋体１７ａを上方に移動させ、凹部２６で保持体２３の係合部２３ｂを保持
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する。
【００２７】
　このとき、ガイド２５の上端部に上に凸になるよう形成した湾曲部２５ａにより、保持
体２３の案内部２３ｃがガイド２５に沿って上方に移動してきたとき、湾曲部２５ａに沿
って保持体２３の案内部２３ｃが移動し、保持体２３が図４の矢印で示すように、ストッ
パー２５ｂに当接するまで回動移動して傾斜する。
【００２８】
　このとき、同時に、保持体２３に設けたガイドピン２７のピン２７ａが食器洗い機本体
１６ａに設けたピンガイド２８に摺接するため、ガイドピン２７が下方に移動し、ガイド
ピン２７の上端と回動部材２９に設けた凹部２９ａとの係合が外れる。この結果、回動部
材２９をストッパー３０ｂに当接する位置まで回動させることができ、蓋体１７ａを略水
平方向に面した状態へ回動移動することができる。また、蓋体１７ａを閉じる場合は、上
記の動作と逆の動作により閉じた状態にできる。
【００２９】
　このように、蓋体１７ａの下端側は蓋体１７ａの操作時に食器洗い機本体１６ａの前面
開口部の鉛直方向の範囲内にその移動軌跡があるため、蓋体１７ａを開放していく場合に
、蓋体１７ａの内側からの汁だれは、食器洗い機本体１６ａ内の洗浄槽内へ滴下させるこ
とができるので、食器洗い機本体１６ａの前面や食器洗い機本体１６ａの前方部を汚すこ
とはない。
【００３０】
　また、蓋体１７ａは開放時に略水平状態になって食器洗い機本体１６ａの上部にある。
したがって、図６に示すように、食器洗い機本体１６ａの上方の必要スペースを少なくで
きるので、蓋体１７ａの開閉時に余分に必要となる食器洗い機本体１６ａ以外の設置スペ
ースを少なく抑えることができ、限られた設置空間を有効に活用することで、設置形態の
多様化を図ることができる。
【００３１】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１に記載の発明によれば、食器洗い機本体内に設けられ斜
め上方に開口する前面開口部を有する洗浄槽と、前記前面開口部を開閉する蓋体とを備え
、前記蓋体を前記食器洗い機本体に保持体によって保持するとともに、前記保持体の前記
食器洗い機本体に対する係合部を前記食器洗い機本体の側面に設けたガイド溝に沿って斜
め上方後方に移動自 装着 、前記蓋体を開放初期には略上下方向に面した状
態から斜め上方後方へ移動させ、下端側が前記食器洗い機本体の前面から前方へ突出しな
いように回動移動させ、開放完了時には略水平状態 して前記食器洗い機本体外の上
方空間に移動させるよう構成したから、蓋体を開いた状態で余分に必要となる食器洗い機
本体以外の設置スペースを少なく抑えて、流し台の限られた設置空間を有効に活用するこ
とができて、設置形態を多様化することができる。
【００３２】
　また、蓋体を必要以上に厚くしないで、食器のセット部を有効的に確保するとともに、
汁だれが食器洗い機本体の外部に漏れ出るのを抑え、食器洗い機本体の前面やその前方の
台所を汚さないようにできる。
【００３３】
　また、流し台に前向き設置、横向き設置の両方が可能になり、限られた設置空間を有効
に活用することができ、設置形態の多様化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施例の食器洗い機の一部切欠した側面図
【図２】　同食器洗い機の要部拡大断面図
【図３】　本発明の第２の実施例の食器洗い機の側面図
【図４】　同食器洗い機の要部拡大断面図
【図５】　同食器洗い機の一部切欠した要部拡大断面図
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【図６】　同食器洗い機の設置状態説明図
【図７】　従来の食器洗い機の一例の斜視図
【図８】　従来の食器洗い機の他の例の斜視図
【図９】　同食器洗い機の一部切欠した側面図
【符号の説明】
　１４　洗浄槽
　１５　前面開口部
　１７　蓋体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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